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緒 言

新産児 に単一の奇型の出現す る例は さほ どまれで

はないが,著 者 らは最近脳脱,無 眼球症,指 趾過剰

症,男 性半陰陽 などの奇型を合併 した新産児 の出産

に遭遇 し,剖 検 の機会を得たのでその症例を報告す

る.

症 例

患者 吉○里○(28才)の 新産児.

父親: 37才 会社員,健 康にしてわかいときから大

の酒豪に して,近 年は酒量をへ らしているが晩酌 に

はウイスキーな どつ よい酒を愛飲 している.煙 草は

中等量,性 病は否定 している. 29才 の とき後述の母

親と結婚 したが両人は従兄妹同志であ り,ま た父親

の両親も従兄妹結 婚であつた(図1),し か しなが

ら近親者に遺伝的疾患ならびに奇型は まつた くみと

められない.

母親:生 来健康にして著患を知 らない.初 潮は14

才, 30日型,持 続7日 間で中等量,,月 経詩障碍はみ

とめ られない. 20才 をもつて前述の健康な夫 と結婚,

 22才のとき健康な女児を分娩 したが,新 生児に奇型

はみ とめられなかつた. 25才 の とき,妊 娠6ケ 月で

颱風のため胸部 まで波す る水害 にあい,そ の直後 自

然流産 したが胎児には奇型はみ とめ られ なかつた.

また27才 のときに妊娠3ケ 月で目然流産をした.

母の現症歴.

昭和31年12月4日 より7日 間 を終経として妊娠 し,

妊娠当時避妊薬は使用 していない.ま た妊娠 中 ヴイ

ールス性疾患,急 性伝染病 などに羅患 した こともな

い.妊 娠7ケ 月 ごろ より両手のシビ レ感を訴えてい

図1

たが支障はなかつた.以 後妊娠の経過 中浮腫,蛋 白

尿ともにな く血圧線122～68前 後で,胎 動は活発で

胎児心音 も正常,前 述の両手のシビ レ感以外は特記

すべ き所見はみとめ られなかつた.

分娩経過

分娩 予定 日,昭 和32年9月11日

妊娠8ケ 月 より毎月受診してお り昭和32年9月12
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日に来診,来 診時所見は子宮底長30cm,腹 囲84.5cm,

第1頭 位,胎 児心音に異常 を み とめ な い,血 圧は

122～80,浮 腫 もみ とめ られず,尿 中蛋 白陰性,内

診す るに子宮口約一横指開大,小 胎胞の形成あ り,

児頭はほぼ骨盤入 口藻に固定せ るも恥骨結 合の後面

に卵膜をへだてて児頭 との間にやわ らかい肉片状の

ものをふれ,な にか異常な らんと思考 したが確診 し

得なかつ た.今 晩あた り分娩 がは じまるだろ うと告

げて一応帰宅 させた. 9月12日 年後8時 半 ごろ陣痛

約3～4分 ごと,発 作持続は約25秒 程度を もつ て来

院 しただちに入院 した.子 宮 口は2横 指半開大,小

胎胞緊張 し,胎 児心音は左臍棘線のほぼ中央部 にお

い て明瞭に聴取 し, 138を かぞえた.血 圧は138～88,

一旦病室に收容のうえ浣腸排便せ しめた
.そ の こも

陣痛は3～4分 毎にきたが陣痛のわ りにはかばかし

き進行 をみず,午 後11時 になつ て子宮口4横 指開大

し,児 頭の下降 とともに前述 の恥骨結 合の後面にて

児頭 との間にふれていた柔軟な肉片様のものは後頭

部に附着してい ることが判明 した.児 心音に異常は

ない.経 産婦で陣痛可良な るにかかわ らず児頭排臨

以後なかなか分娩の進行がな く,内 診するに児頭に

接続 してす ぐ後部 に大なるかたい腫瘤樣の もの(後

に肩胛部 と判 明した)を ふれ,そ のために児頭の娩

出の弛延 した ことがわかつた.排 臨時 よ り約18分 経

過 してやつ と児 頭が娩 出した.顔 面は軽度のチアノ

ーゼを呈 し
,肩 胛の娩 出に手間 どり, 13日 午前零時

42分,第1度 の仮死 をもつて娩 出した.た だ ちにビ

タカンファー筒 注射す るに よわ よわ しい声を もつ て

2回 啼 泣す る.気 管カテーテルをもつて吸 引のため

口をひ らくに舌 つ くして気管カテーテルの挿入は困

難である.娩 出後約5分 で心膊動は停止 した.外 性

器は一見す るに陰脣の ごと くに もみ え,ま た陰嚢樣

にもみえたが不明瞭である.左 右の手足は ともに6

指趾を有す る像かなお異常 を有する奇型児である.

胎盤は零時48分 シユルツエ氏樣 式をもつて娩 出,出

面量約300.0g,娩 出直後 の子宮底は臍下3横 指半,

收縮良好に して会陰裂傷 その他損傷はみ とめられな

い.

胎児附属物

胎盤の重 さ740.0g,大 さ18×21×3.5cm,欠 損 そ

の他の異常はみとめられない.

臍帯の長 さ74.0cm,側 方附着,胎 児娩 出時纒 絡,

真結節 ともにない.

外表所見

体重2.41kg,身 長39.0cm,頭 横径5.5cm,頭 縦径

5.0cm,頭 斜径7.5cm,頭 囲24.0cm,首 周囲19.0cm,

肩巾9.5cm,腰 巾8.0cm,胸 囲28,8cm,腹 囲30.1cm,

頭髪1.2cm,

後 頭部 のほぼ中央 より約2.0cm後 方の部 より外方

に突 出する2個 の異常突起物が あつて,下 方の もの

は長 さ約0.8cmで 大豆大,上方の ものは有茎で(茎の

長 さ約1.0cm)そ の外方は扁平団子状でその前後径

約3.5cm,左 右径は約3.0cm,厚 さ約0.5cm,暗 赤

褐色で硬度柔軟,周 辺はや 工不整である.背 面,左

右上肢,顔 面は帯紫 赤色,左 右の眼裂は いまだひら

かず,鼻 梁はや ゝ隆起して前頭結節 との間に陥凹が

み とめ られ ない,左 右鼻腔内は よくひるがつている

が うちに異常 の液質はない,口 はや ゝひらき,口 裂

の長 さ約3.5cmで きわ あて大,舌 は上面は3条 の

溝が あつて4部 にわかれ,下 面はほ ゞ中央部で下歯

肉に附着 している(靱 帯樣 の ものをもつて).上 下

の歯 肉にはいまだ歯牙を有せず,左 右の耳殼 もや ゝ

大き く損傷はないが,耳 輪の内面には胎 脂を附着 し,

外耳道 には異常はない.頸 部 とみ とめ られ る部分は

のほ とんど分明せず,た だわずかに 巾約1,0cm内 外の

部分が頸部ではないか と感ぜ られ る.左 右の乳嘴は

み とめられ る.臍 帯は附 着部 よ り約5.0cmの とこ

ろで切断結紮 され ている.右 の手部で5指 はほぼ正

常位に存 しているが第5指(小 指)と 尺側手腕関節

とのほぼ中間に外方にむか うさらに1指 が附着 し該

部の長 さ1.2cm,第5指 側 に上3分 の1の 部 よ り粟

粒大 の突起がみ られ る.第1～5指 では指爪は指端

を こえること約0.1cm,第6指 には指爪はみられな

い 左手指は右手指によ く類似 しているが右のそれ

とくらべて第6指 ははつ き りと指 の形状を呈し指爪

(ほぼ指端に達す る)が みられ る.右 下肢お よび 左

下肢はほぼ同様 で下肢の足趾は第1趾 よ り第6指 ま

でほ ゞ不 自然 でな く形成され るが右の方がや ゝ外方

にひろがつている.各 趾爪はいずれも趾端に達 して

いる.外 陰部左右の陰嚢 状にみ える部分(表 面の色

がや ゝ紫赤色を呈 しその縫 合部は完全に癒着 してい

る)は や ゝ外下方に突出 してい るがその中央上端に

ちか く粟粒大の孔が あつて外尿道 口と思わわれ,指

圧を くわ えると中か ら乳白色の液少許を漏 らす.し

か し陰茎と思われ る突起物はない.陰 嚢 と思われ る

部分 の内部 には右には明瞭に睾丸と推 せられ るもの

が触知できるが,左 ではや ゝ不明瞭であ る.肛 門は

〓門 し周 囲に汚穢淡褐色(や や縁色を帯びる)胎 便

少許 を附着 する.

剖検所見
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心,大 動 脈 口の 巾は 起 始 部 で約1.5cm,肺 動 脈 口

の巾起始 部 で約2.1cm,そ の他 には 特記 すべ き所 見

は ない.左 右の 肺は 萎 縮 状 で胸 廊 背 側 面 に ちか く萎

縮 してい る,心 外 膜 下,左 右肺 の漿 膜 下 に蚤 刺 大 の

溢 血点 が や ゝ多 くみ られ る,肺 浮游 試 験 は陽 性 であ

つた.各 臓 器 の 重量 は つ ぎの ご と くで あ る.す なわ

ち,左 肺8.0g,右 肺10.5g,肝128.0g,脾36.0g,

膵6.0g,右 腎86.0g,左 腎92.0g,脳68.0g,心

19.0g.

腹腔 内 の臓 器 の位 置 は ほぼ 尋 常 で あ るが,腎 臓 が

左右 とも きわ め て大 き くて前 方 に膨 出 し,腹 腔 前 面

の左 右側 に位 置 し てい る.頭 皮 を 前後 に 剥離,飜 転

す ると前記 後 頭部 突 出物 は 小泉 門 よ り突 出 し てい る

ごと くで あ る,大 泉 門 の大 さは1.2×1.2cmで ある.

小泉門 に は前 記突 出物 を存 し,そ の ひろ さは 上 下 径

約2.8cm,左 右 径約2.0cmで,そ の辺 縁 は左 右 の 孔

壁を なせ る部 で は きわ め てか た く骨 化 して い る ごと

くで,最 後 端 の約1.2cm前 方 に後 頭結 節 ら し きも

のがや ゝ隆起 し,そ の直 後 方0.8cmの 部に は 米 粒

大の 孔部 がみ られ 頭腔 内 に達 して い る(傷 つけ た も

のか もわ か らな い).肝 大 さ11.2×9.0×2.8cm,

脾大 さ7.0×4.8×1.9cm,右 腎 莢 膜 の剥 離は わ ず か

に難,表 面に は 皺壁 が きわ め て多 く,大 さ9.4×6.1

×2.4cm,左 腎 大 さ8.8×5.5×2.4cm,そ の他 の性

状は大略 右 と同 樣 で あ る.胸 泉 大 さ6.2×6.9×

1.4cm,脳 左 頭 頂葉 上 部 に小 指 頭 大 の実 質 缺損 部が

あつて,前 記 の 突 出物 が この部 よ り派生 した もので

あろ うか.生 殖 器 左 右の 陰嚢 は 存 す るが 腹 膜 との間

にヘル ニアが あつ て比 較 的容 易に 嵌 入す る.外 尿 道

口に接続 して陰 茎 の ごと くに思 わ れ る部 分 が これ に

接続 し膀 胱 に連 続 してい る.こ の 部 の長 さは1.3cm

で,直 径 は約0.4～0.5cmで あ る.

組 織標 本所 見

1.心:著 変 を み とめ な い

一部 心 筋線 維 横断 面 に お い て水 腫性 空 胞 の形 成 が

や ゝ著明 の ごと く思 わ れ るが,総 じて著 変 を示 さな

い.

2.肺:肺 胞 膨張 不 全

全 般的 に肺 胞 腔 が狭 小 で ほ とん ど仮 死 の 状 態 で生

後 す ぐ死 ん だ もの と思 わ れ る.含 気 肺 胞 は 多 くは

spindelformig,一 部 はpolygonalのEpithelで お

わゝ れ,小 数 の 大 な る腔 を有 す るも の のみ が成 人 型

を示 してい る.実 質 に 充 血が つ よい.

3.肝:組 織 奇 型, Haematopcoieseの 像 間質 の結

合織が 異常 に増 殖 し,胆 管 の 増 生が は な は だ印 象 的

で あ る.た め に 肝細 葉 は 境 界不 規則 に あ らわ れ(成

人 の 肝 ジ ス トマ症 の エ 鞘 をみ る ごと くで あ る),

 Sinusoidにchromatin reichな 大 単核 細 胞,好 酸

性 細胞 が 散 見 され る.こ れ らの 細胞 はmyeloischな

もの でHematopoieseの 遺 残 と考 え られ る.な お グ

氏 鞘 に も 同樣 の細 胞 の 出 現が み られ る,肝 細 胞 の核

は 一般 にpyknotischで あるが,著 変 を示 さ な い.

 Glisson氏 鞘 の状 態は あ きらか に 異常 で あつ て,胆

管 の 増殖 も二 次 的原 因 を求 め得 な いか ぎ り組織 奇 型

と考 え るべ き で あ る.

4.脾: Haematopoiese,他 は 著 変 な しFollikel

の 発育 が よわ い.そ の 境 界不 鮮 明.(新 生児 は この

程 度 で あ ろ う.).

Rotepulaで はSinus内 にMyeloischの 細 胞 が 出

現 してい る.

5.腎:組 織 奇 型(細 尿 管全 般 に わ た るCysten

niere)

細尿 管 腔 の高 度 な 拡張 がみ ら れ る.一 種 のCya
t
enniereで あ るが,普 通 の場 合,い づ れ か にnormal

のNephronが か な り出現 す る も ので あ るが,本 例

の ごと く,実 質 全 般 にわ た る細 尿 管の 拡 張す る もの

は まれ で,こ れ も組 織 奇 型 と考 え られ る.(腎 原 基

と尿 管原 基 の 胎生 期 に お け る 結 合 が 不 全 の 場 合

Cystenniereが で き る. HarnのRetentionに よ る

もの で あ る.本 例の ご ときは 全 般 にわ た る結 合不 全

で 一 種 の 奇型 で あ る)お そ ら く生れ た と して も尿 は

で きな い だろ うか ら生 き られ ない.

6.胸 腺 ・皮髄 と もに 発育 良 好 著変 は み とめ られ

ない.

7.膵:著 変 が ない.

8.大 脳 ・subarach. R.に 充血 つ よ く,脳 実 質

の血 管 も まつ た く充 血 性, Nissel灰 白 は 浮 腫 状 を

呈す る
.

総 括

前 述 の症 例 を 総 括す る と,つ ぎの ごと くで あ る.

1.家 族歴 にお い ては 父 親 の大 酒 と従 兄 妹結 婚の

家系 が み られ るほか には 奇 型 の原 因 と推 せ られ る も

のは な い.

2.妊 娠 中お よび分 娩 では 分娩 時 に児 の頸 部 の短

縮 に よ る児頭 の 分娩 弛 延 以 外 には み とむべ き変 化は

なか つ た.

3.新 生児 には 頭部,両 眼,口 腔,指 趾,生 殖 器

等 に 奇 型が み られた.

4.組 織 標本 所 見 では,肝,腎 に お い て と くに組
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織奇 型の像がつ よくみ とめられ た.

結 語

脳脱,無 眼球症,指 趾過剰症,男 性半陰陽 などの

奇型を合併 した新産児の出産に遭遇 し,剖 検 の機会

を得 たのでその症例を報告 した.

稿を終 るにのぞみ,御 校閲 いた ゞいた三上敎授,

剖検 して もらつた神 田助敎授 ならびに組織所見で指

示 していた ゞいた病理学敎室小川講師に深謝いたし

ます.

On One Case of Malformd Child Combined Encephalocelle,

 Anophthalmos, Polydactylism, Masculine

 Hermaphrodism and etc.

By

Yoshinori. MIYOSHI

and

Kiyotoshi. SHIRAGAMI

Department of Legal Medicine, Okayama University Medical School
(Director. Prof. Y. MIKAMI)

Authors have discribed the case that had recently encountered and dissected a newly-born 

child afflicted with a combination of Encephalocele, Anophthalmos, Polydactylism, mascu
line Hermaphrodism and etc.
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